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経済学部における授業評価

(「授業評価ワークショップ」2007年11月26日)

経済学部ＦＤ委員会

学部教育改善ＷＧ主任

岩本 武和
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経済学部ＦＤ委員会の構成

ＦＤ委員会(委員長は研究科長)を親委員会として、以
下の５つのＷＧから構成

• 大学院教育改善ＷＧ ４名
• 学部教育改善ＷＧ(→授業評価の実施主体) ４名
• 教員評価ＷＧ ４名
• 財務・事務改革改善WG ４名

• 点検評価ＷＧ ５名
「研究科長(委員長)、副研究科長、各WG主任、教科
主任、事務長、総務係長、会計掛長、教務係長」を出
席者として、第2木曜日教授会後に定例のFD委員会
を開催。
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過去３回の授業評価

外部委託**(旧)FD委員会外部委託**＋
評価企画委員会

集計・分析

学部教育改善WG(旧)FD委員会評価企画委員会実施主体

平成18 年度前期平成17年度前期平成16年度後期実施時期

第3回目*第2回目第1回目

平成17年度後期については、全教員による授業評価は行われず、原則とし
て過去２回の授業評価で一度も行っていない教員によって、同じアンケート用
紙を用いた自発的な授業評価が行われた。

**(株) 教育ソフトウェア (http://www.kyoikusw.com/)

* 31 科目について実施、総数で2,023の回答
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経済学部授業科目
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授業評価アンケート実施要領
１．実施期間
• 原則として、定期試験前の２週間。

２．実施担当者
• 原則として、各教員が採用しているTA。
• 例外として、直接または間接に指導している院生、あるいは(当該科目を受講

していない)学部ゼミ生等) 
３． 実施当日の作業
• 授業評価を実施する授業開始前に、授業担当者(あるいは実施担当TA等)が、

所定の場所に立ち寄り、評価シートと回収用封筒を受け取る。
• アンケートは授業の最後に、15分程度。
• 担当教員は、学生の記入が始まれば、教室から退出。担当教員はタッチせず、

TAあるいはそれに準ずる院生が実施する。
• 授業評価アンケートの実施そのものには、等に、次の職務を行うよう指示して

下さい。
– アンケート用紙をもれなく回収して封筒に入れる。
– 封筒(および余った評価シート)を大会議室の所定の場所まで運搬する。

– ガムテープで封筒を厳封し、表紙に「科目名・担当教員・実施日時」を記入する。
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授業評価アンケート実施後の作業

• 集計結果(所属別、回生別、男女別、出席度
別、および読み取り素データ)

• 授業担当教員への配布：自分の授業の集計
結果(５段階評価の分布、平均値および標準
偏差)および自由記述欄(５段階評価を記入す
る欄と切り離されて配布)

• 学部教育改善WGによる分析・公表
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アンケート内容
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経済学部生の授業評価結果
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全回答相関係数表
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回生別評価平均値
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男女別評価平均値
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授業種別評価平均値


